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１ 本研究の目的 

 スリランカ国の地方都市では汚水処理施設が未整備であり，各家庭から回収されたし尿の大部分は未

処理のまま，空き地への投棄や河川へ直接放流が行われている。この未処理のまま投棄されたし尿は，

河川や地下水の汚染といった環境劣化を引き起こすのみならず，しばしば，消化器系やA型肝炎などの

感染症を引き起こしている。廃棄物処分場においても状況は同様であり，廃棄されたゴミから発生する

浸出水の大部分は，未処理のまま周辺環境へ漏洩もし

くは放流されており，周辺環境の劣化や公共水域の汚

染が懸念されている。 
本研究では，スリランカ国汚水処理施設において地

域バイオマス資源（ココナツ繊維）の積極的な導入を

目指し，ココナツ繊維材料による廃棄物処分場浸出水

およびし尿処理能力を定量的に明らかにして，現地に

おいて適用性・有効性を探ることを目的とした。 
 
２ 研究成果  
２．１ ココヤシ繊維材料による汚水浄化能力の評価（国際学会プロシーディングス①，②，④） 

現地で稼働しているココヤシ繊維材料を用いたし尿および廃棄物処分所湯浸出水の処理施設（COTS: 
COconut-fiber biofilm Treatment System；図1)を対象に，水質分析を実施し，その浄化能力を評価し

た（図 2）。その結果，BOD 及び COD は，概ね，スリランカ排水基準値以下になっているものの，リ

ン濃度率は基準値を

やや上回る結果とな

った。 
現在，これらの有

機成分やリンの除去

がココヤシ繊維表面

の生物膜処理か沈殿

によるものなのかの

メカニズムを探るた

め，現地COTSで採

取した生物膜付着繊

維及び汚泥の炭素含

有量分析などを実施

している。 
 

図2 COTSにおけるBODとCODの測定例 （Sato et al., 2011より抜粋） 

図1 現地で稼働しているココナツ繊維材料 

を用いた汚水（し尿）処理施設 
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２．２ ココヤシハスクによる重金属吸着特性の評

価（論文①，国際学会プロシーでキングス③） 
  ココヤシハスク（350µm以下の細粒分）及びフ

ミン酸処理（コーティング）を行ったココヤシハス

クを用いて，鉛(II)とカドミウム(II)の吸着実験を行

い，SDM-EDXによる吸着サイトの分析（（図3））
を行った。その結果，これら重金属類のココヤシハ

スクへの吸着は，溶液のイオン強度や pH の影響を

受けない化学吸着であること，フミン酸処理により

特に鉛(II)の吸着能が向上すること，などが明らかに

なった。 
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図3 SEM-EDXによるココハスク表面の鉛(II)の分析 

（Sewwandi et al., 2011より抜粋） 


